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【要約】
本稿の主題は，パソコンネットワークシステムによる新情報革命の独自性と
それがもたらす， 21 泄紀世界主軸産業の再編成である. 208 年アメリカ金融危
機以降の軋界経済における中国世界の登場は，製造業に対する，デジタル機器
と通信システムの今B 的重変問題を提起する．つまり，情報革命のあらたな意
味と情報処理システムの主軸産業への影響力である．
世界的主軸産業の再編成の中心問題の一つは，中国が世界最大の自動車製造，
販売市場となり，グローバルな世界市場の拠点となったことである．同時に，
自動車の排ガス規制の環境要囚にはじまる，電子制御系システムの発展は，自
動車の制御システムや生産システム変動の重要課題になっている．
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自動車の制御系システムは，マイクロコンピューターの発展を基礎とした，
今日の電子制御系部品と情報端末機器の高度化を前提としており，情報端末機
器の現状，世界市場動向をふまえる必要がある．
本論では，自動車の制御系システムを，パソコン・ネットワークシステムと
比較しながら考察をはじめる．コンピューターによる情報処理の推移をふまえ
て， IBM メーンフレームに代表される大型機コンピューターシステムとパソ
コン，クライント・サーバーシステムの違いを示し，現代の情報ネットワーク
革命の産業的意味，人類史的問題を考察していく．
【キー ワー ド】
制御システムのネットワーク化，自動車とパソコンの比較，物理化学的機械制
御から生物的文字記号情報制御へ，モパイルフォン端末世界市場の二極化，
PC ・ネットワーク革命，一極集中制御システムとネットワーク型分散制御シ
ステムとの違い
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第三章情報ネットワーク革命と21 世紀製造業の意義
第一節 制御システムの「情報ネットワーク化」か提起する主要問題
自動車情報制御システムの二重性とその主軸部分
前章では， 自動車を中心に， 20 世紀大量生産システムとその製品構造の基本
性格をみてきた．その際，製品の制御システムに焦点をあてた．再度，製品の
制御システムの意味を問い，今日の自動車製品の制御システムの変化が現代型
製造業へ提起する問題点を，次のようにまとめてみよう. 1 
I 機械組立製品における "Control sytem" の地位
II 情報制御システムの「ネットワーク化」の主要問題
第一に，機械組立製品の制御システム (Control sytem) とは何か，が問
われる．制御システムとは，文字通り「コントロール」システムであり，製品
の基幹部品を中心とする動作全体のコントロールシステムである．
自動車の場合は，燃料エンジンを軸とした動力系，伝達系，駆動系といった
基幹部品の機械的結合による制御システムとして登場する．その基本的特徴は
何か？それは，基幹部品を軸とするメカ的階層構造，あるいは物理化学的制御
システムである．
以上のような制御システムの特徴は，現代製造業を代表する自動車製品の全
体構造，内部構造を端的に示すと同時に，その部品ユニットの生産システム＝
分業・協業関係の特徴も提起していた．それは，これまで見てきたように，部
品の「互換性」に依拠した大量生産システムの当初の基本性格であった. 2 
1 本稿は，拙稿，田中裕之 [201] 「世界主軸産業の中国アジア化と 08 年恐慌後の泄界構造
(1) 」の続編となる
2 同上，田中 [201] 第二章で示した，互換性部品生産に依拠した， 20 世紀初頭フォード
のハイランドバーク工場の内製化の試みは，互換性部品生産による「垂直統合」型生産
システムの独自性と限界を顕在化する．
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第二の問題は，自動車制御システムの現代的変化である．その中心問題は，
ECU (電子制御ユニット）の登場と，基幹部品への電子制御の拡大である．
ここで提起される問題は，自動車が，単なる機械的コントロールシステムとし
て全体構造を形成しているのか，という点である．実際，独立した電子制御ユ
ニット間の相互情報システムは，分散的コントロールシステムの性格を現わし
始めており，その意味が問われる．
この電子制御の情報システムの特徴は，自動車の ECU を軸とした制御系部
品がもたらす，機械部品ユニット相互の連関関係や制御システムの質的転換で
ある．言い換えるならば，「ネットワーク化」した情報伝達機構，情報の相互
コミュニケーションシステムであり，電子情報処理システムの展開である．
ただし，自動車制御システムの現状は，図 1 のように，主軸が ECU 相互の
電子制御系へ移行しつつ，メカ的制御系を残す二重性を維持している. 3 
図 1 自動車制御システムのネットワーク化とその二重性の図式
3 「カーエレクトロニクスは1970 年代以降，排ガス規制への対応で行き詰っていた自動車
産業に電子式燃料噴射装岡の実用化という点で救世主となった．それまでの機械制御の
限界を超え，出力や燃野性能を犠牲にせずに排ガス浄化を実現することに成功したので
ある．カーエレクトロニクスの発展が機械技術の新たな進展を誘起し，自動車はエレク
トロニクスと機械技術の相釆効果によってさらに進化を遂げてきた．」デンソーカーエレ
クトロニクス研究会 [201] 上巻13 頁
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自動車とパソコンの比較関係，パソコンの情報制御系の先進性
今後，二重の自動車制御システムは，電子制御系システムの比重が高まり，
製品の内部構造における制御ユニット間，そして外部インフラとの情報ネット
ワーク化へと向かいつつある. 4 
その際，情報ネットワーク化の技術的推進力は何か？それは，自動車をパソ
コンとの比較関係に誼くと，明らかになる．
なぜならば，自動車電子制御系技術の中心は， ECU 内部の， IC (集積回
路），マイクロプロセッサ（演算機能の半導体チップ）等であり，これらは，
今 H のパソコンの基幹部品であり，その独立部品の技術的発展を基礎としてい
る. 5 それらは，独自の技術的進化，産業系列として登場してきた. 6 
また今 B パソコンは，情報端末機器の基本であり，製品構造における部品ユ
ニットの独立化と相互情報交換が最も発展しているデジタル機器である．それ
と同時に，インターネットシステムによるグローバルな通信と作業のネットワ
ーク化を促追する情報端末機器として登場している．
しかも，パソコンを中心とするデジタル機器は，自動車のような膨大な部品
の機械的結合に依拠したメカ制御の制約から開放されている．そのため前に述
4 「一 車両システム自体がエンジン制御，プレーキ制御，エアコン制御などの独立
した個別制御の集合体時代から複数の制御系が協調して複合機能を実現する車両統合制
御，それに加えて車外のインフラと連携した制御を実現するような時代に入りつつある．
このような複雑多岐な機能を達成すべく，従来独立して搭載されていた個別 ECU から
成る車両電子システムは，車両内ネットワークで相互に接続されるようになり，接続さ
れる ECU 数の増加とともにいくつかのドメインに分割された階層構造を採るようにな
る．」デンソーカーエレクトロニクス研究会 [201] 上巻14 頁，あるいは，同上 [2010]
下巻174 頁-175 頁を参照のこと．また, EV (電気自動車） PHEV (プラグインハイプ
リッド車）の電子制御システムは，今後．車体各種 ECU の協調制御とナピゲーション
情報制御の連関関係，構造化システムが重要になる．廣田・足立編著 [209] 『電気自動
車の制御システム』 91 頁-9 頁を参照のこと．
S デンソーカーエレクトロニクス研究会 [201] 下巻54 頁-5 頁
6 201 年 3 月18 に生じた東日本大裳災の産業的被害は．電子部品産業の被災と詞時に．そ
のグローバルな性格を示した．自動車電子制御部品のケーヒン， H 立オートもティプ．
半導体大手のルネサスエレクトロニクスなど電子部品の地域的産業集積地は．その生産
システムが停滞し，国内だけでなく，米国や中国自動車メーカーの生産，供給の停止を
もたらした．今後サプライチェーンの再編成が生じるのかどうか注視すべきである．
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べた情報制御システムは，より高度な相互ネットワークであり，生物的な基礎
組織間の情報交換システムに接近していると言えよう．
以上の点から，パソコンにおける制御システムの先進性を，確認することが
できる．従って，自動車とパソコンの全体構造，ネットワークシステムの比較
関係を前提に，情報ネットワーク端末の現状，情報処理機器（コンピュータ
ー）の技術的特徴と産業的基礎をとらえていきたい．そこで，以下の基本論点
を，示してみよう．
① 情報端末機器やネットワークシステムの現代的発展とその甚本的特徴は
何か？
② コンピューターによる情報処理システムにおけるパソコンの地位．大型
機コンピューターとパソコンとの異質性は何か？
③ 情報ネットワーク革命は，現代型製造業やその生産システムに何をもた
らすか？その21 世紀的特徴は何か？
はじめに，情報端末機器とそのネットワーク化の現状から， PC の独自性は
何か？という問題が提起される．そのネットワーク化の現状を端的に示す例は，
高機能携帯（スマート・フォン）やクラウド・コンピューティングであろう．
その登場は，インターネットシステムの通信技術を前提としており，現在の情
報ネットワーク端末機器の基本性格をとらえる必要がある．
次に，コンピューターによる情報処理システムの発展から，大型機コンピュ
ーターとパソコンの違いが提起されており，今B の情報革命の基本性格が，問
われている．
最後に，以上の問題の考察を前提としつつ，総括的に今H の情報革命がもた
らす， 21 惟紀の製造業，生産システムの再編成とその人類史的意味を示してみ
たい．以上の碁本論点を確認した上で，まず最近の携帯電話世界市場における
急激な変化に言及しつつ，現在の情報端末機器，ネットワークシステムの基本
問題をみていくことにしよう．
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第二節 21 世紀情報ネットワーク端末と台湾・中国華南新興企業の登場
携帯電話世界市場の二極化とスマートフォン登場の意味
モバイルフォン端末機器（携帯電話）自体は，無線回線による通信機器であ
るが，その内部構造や情報機能は， 21 泄紀に入り徐々に変化してきた．
201 年の現在，モパイルフォン端末機器の世界市場が大きな転換を，向かえ
つつある．その基本特徴をとらえる上で，以下にモパイルフォン端末機器とス
マートフォン（高機能携帯電話）の世界市場動向を示してみた. 7 
図 2 201 年第 1 四半期の世界モバイルフォン端末市場トップ 5
メーカー 出荷台数 市場シェア 前年同期 前年同期比
(10 万台） (%) 市場シェア 出荷増加率
（％） （％） 
ノキア（フィンランド） 108.5 29. 34.7 0.6 
サムソン電子（韓国） 70. 18. 20.7 8.9 
LG 電子（韓国） 24.5 6. 8.7 -9.6 
アップル（アメリカ） 18.7 5.0 2.8 14.9 
ZTE (中国） 15.1 4.1 3.7 45.2 
図 3 201 年第 1 四半期の世界スマートフォン市場トップ 5
メーカー 出荷台数 市場シェア 前年同期 前年同期比
(10 万台） （％） 市場シェア 出荷増加率
(%) (%) 
ノキア（フィンランド） 24. 24.3 38. 12.6 
アップル（アメリカ） 18.7 18.7 15.7 14. 
RIM (カナダ） 13.9 14.0 19.1 31. 
サムソン電子（斡国） 10.8 10.8 4.3 350. 
HTC (台湾） 8.9 8.9 4.9 29.6 
7 米 me 統計より
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201 年第 1 四半期におけるモバイルフォン端末機器の世界総出荷台数は， 3
億7180 万台であり，前年同期比19.8% の増加となっている．この中で，スマー
トフォンが占める泄界総出荷台数は， 960 万台 になっており，前年同期の
540 万台から 79.7% 増加している. 8 
急激に増大するスマートフォン世界市場によって，今後のモバイルフォン端
末の世界市場は大きく二つの側面に分かれつつある．つまり，従米型の電話機
能を中心としたモバイルフォン端末機器に対して，インターネット接続を中心
とした高機能モバイルフォン端末機器であるスマートフォンである．
後者は， とりわけ独自の OS とインターネットプラウザを内蔵した小型化パ
ソコン的情報端末として登場している．今後，スマートフォンのモパイルフォ
ン端末椛界市場における地位とそのスマートフォンの情報端末としての独自性
が問われている．その点から以下の問題が提起される．
・モバイルフォン端末泄界市場の二極化の意味は何か？
・スマートフォン＝モバイルフォン端末の PC 化の意味は何か？
図 2, 3 より，ノキアは，世界モバイルフォン端末市場，世界スマートフォ
ン市場共にトップであるが，増加率は他社と比較すると低迷しており，スマー
トフォン市場ではそれが顕著になっている. LG も同様の傾向を見せている．
それに対してアップル，サムソン， HTC は，スマートフォンの急拡大によ
ってモバイルフォン端末泄界市場を大きく変化させる原動力となっている．，
以上の点から，スマートフォン椛界市場の登場がもたらす，モバイルフォン端
末機器世界市場の大きな転換を，展望できる．
8 同上
，スマートフォンの登場は，単に従来のモバイルフォン機器の通信技術の進化，高度化と
いう機能だけではとらえられない重要問題，革命的意義を提起する．インターネット，
web サイトヘの接続技術の進化というよりも，後述するようにクラウド・コンピューテ
ィングによって，データ・ソフトウェアを内蔵せずに軽紐化，小型化するパソコンの最
先端である情報端末と言ってよい．また，パソコン並みの文章・画像作成・編集機能を
有する電子モジュール部品の生産の拡大にも結ぴつつある．「スマートフォン革命」（『週
刊ダイヤモンド』 201 年12 月 4 B 号所収）を参照のこと．
72 立正大学経済学季報第61 巻 1 号
21 世紀情報端末の特徴と台湾・中国華南地域の世界的地位
さらにスマートフォンの内部構造の特徴は，次の二点に分かれる．アップルの
iPhone が専用 OS を基礎にしたアプリケーションソフトによる情報端末機器
であり，他方でサムソン社， HTC 社等の情報端末機器は，汎用型アンドロ
イド OS を基礎としたそれになっている．まさに， Windows に代表される汎用
OS によるオープンシステムである PC と同様のシステムと言ってよい．
とりわけ，後者のアンドロイドは， Gogle が無償提供する汎用型 OS であ
るため，今後のスマートフォン憔界市場は参入障壁が低<, iPhone を中心と
した専用 OS, ソフトウェア搭載機器に対して，汎用 OS, アンドロイド搭載
のさまざまなスマートフォン端末機器が登場しつつある．
実際，台湾の HTC は早くからスマートフォン製造を始めており，中国広束
省深訓の ZTE や惟界市場ランクを上昇するファーウェイ（華為技術）など低
価格帯商品を製造しており，拡大するモバイルフォン端末世界市場のあらたな
動力となり得る．
以上の情報端末機器の現状は，スマートフォン＝携帯電話の PC 化（あるい
は， PC のモバイルフォン端末化）として登場しつつある．また通信ネットワ
ークシステムとの結合関係，世界市場拠点の形成に関わっている．その基本的
問題を以下にまとめてみることにしよう．
1) スマートフォン＝モバイルフォン端末機器の PC 化，による情報端木
機器の高度化．そのことが，情報処理機器としてのパソコンの役割を示すと
同時に，情報端末機器の小型化・軽鼠化を特徴づける．
2) クラウド・システムによるパソコンのソフト・データのネットワーク
化. PC の小型化機能を高める条件として，インターネット通信システムを
基盤にしたクラウド・コンピューティングが登場している．
3) 台湾・中国華南のパソコン・デジタル機器メーカーと生産拠点の世界
化．台湾・中国華南は， PC や電子部品，半導体生産の世界的拠点であると
同時に，低価格によるスマートフォン製品市場の競争動力になりつつある．
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ここでは，モパイルフォン端末機器の PC 化として登場しつつあるスマート
フォンとクラウドシステムとの相互関係が問われている．今H クラウド・コン
ピューティングは，ネットワーク上のデータベースとして登場しており，その
甚本性格は，データ・ソフトウェアをパソコン端末に集中させず，分散化させ
る機能にある．それによって，情報処理端末機器としてのパソコン本体の容鼠
の小型化を促進する要因となる．
従って，クラウド・コンピューティングシステムは，スマートフォン端末機
器の通侶機能を高めると同時に，情報処理作業機能を高める可能性があり，両
者の接合関係を深めるであろう．以上の点から，クラウド・システムによって
促進されるスマートフォン＝モバイルフォン端末の PC 化は，パソコンを軸と
する情報ネットワーク革命の現状を示している. 10 
さらに，前述したスマートフォンが動力となりつつあるモパイルフォン端末
の世界市場は，その中の成長企業や製造拠点の特徴を提起している．それは，
台湾から，中国広東省を中心とした地域は，情報端末機器の製造，半導体・電
子部品の世界的生産拠点と新興地場企業の集積地であり，パソコンネットワー
ク革命のグローバルな水乎分業関係の今日的性格を示す．
以上の現状をふまえつつ，次節では，情報ネットワーク革命の独自性を，コ
ンピューターの成立期の甚本問題からとらえていきたい．その際，パソコンネ
ットワークシステムを， IBM メーンフレーム，汎用コンピューターシステム
との比較関係において，考察していくことにする．
10 クラウド・コンピューティングシステムは．一般的には．コンピューター端末内のデー
タ．ソフトウェアをネットワーク上のサーパーヘ保存しつつ．利用することであるが，
その中心機能は．サーバーシステムそれ自体にあるのか，それともネットワーク上のデ
ータ・ソフトウェアを介した PC 端末機能や文書・図表作業自体にあるのか，という問
題を提起する．それは．コンピューター情報処理システムの主要問題である．実際は．
Gogle による無償メールや情報処理支援ツールシステムとして始まったクラウドは，
明らかに web ネットワーク技術の進化を前提とした PC と作業行為の延長上にある「外
部頭脳」として存在している．それは, PC を道具とする集団的労働のポジティプな性
格を，さらに推し進める 21 世紀型ネットワークシステムと言えよう．次章では．システ
ムが主体である IBM 大型機との比較を通じて, PC ネットワークシステムの甚本性格を
示す．「スマー トフォン革命」同上） 4 頁-45 頁を参照のこと．
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第三節 パソコン・ネットワークシステムの独自性とその人類史的意味
IBM メーンフレーム，一極集中制御型情報処理システムの特徴
20 憔紀後半の情報革命は，一般的にコンピューターを中心とした情報処理技
術の発展ととらえられる．ここで，以下の点が問われるであろう．今日の PC
（パーソナル・コンピューター）は，いわゆる IBM のメーン・フレームに代
表される大型機コンピューターの発展の延長上に位置するのか？それとも，独
自の機能，役割を担った異質のシステムとして登場しているのか？
この論点は，今日の情報革命，デジタル機器，ネットワークシステムをとら
える上の重大問題である．ここでは，パソコンと大型機との比較から，両者の
特徴を検討していきたい．まず， IBM コンピューターシステムを中心に，情
報処理システムの歴史を簡単に振り返ってみよう. 1 
コンピューター機器が，電子式数値計算装置として軍需向けに開発された時
期は，第二次大戦期の1940 年代であったが，本格的な事務処理機器の製造・販
売へと展開していく時期は1950 年代からである. 12 
そして IBM によるメーンフレーム，汎用機コンピューター事業が支配的に
なる時期は60 年代からであり，コンピューター・ハードウェアの小型化（ミニ
コンピューター，オフィスコンピューター）を進めながら，その地位を維持する．
しかし， IC( 集積回路）の急激な発展を通じて，パーソナルコンピューター
やワークスステーションが登場すると， 80 年代後半から90 年代初頭にかけて，
情報処理機器市場シェアが大型機， ミニコンから逆転し， IBM は経営危機を
迎える. 13 以上の IBM に代表される大型機コンピューターシステム，メーン
フレームを中心とする情報処理システムの展開をふまえて，大型機の基本性格
を，次のようにまとめてみよう．
1 いわゆる大型機コンピューター事業を行ってきた，大手電機機器メーカーは，現在クラ
ウド・コンピューティングシステムにおける，サーバー事業を展開している．ただし，
これまで見てきたように，クラウドシステムは，あくまでも，ネットワーク上のクライ
アントサーパーシステムを前提とした分散的情報処理システムの発展形であり，サーバ
ーを，メインフレームやミニコンのような一極集中のホストコンピューターととらえる
ことはできない．その意味で後述する PC ネットワーク革命の今B 的意義を明らかにな
ると言ってよい．
12 M. キャンベル， w. アスプレイ [190] rコンピューター20 年史』第 4章から第 6 章を
参照のこと．
13 坂本 [192] 『コンピュー タ産業』 1 頁．
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1) 専用ハードウェア・ソフトウェアによる情報処理機器．大型機コンピュ
ーター内部は，ハードウェア・ソフトウェア共に非互換性のクローズド・シ
ステムである．そのため， ミニコンピューターがホスト・コンピューターと
なる場合も，同様であった. 14 
2) メーンフレームをホストコンピューターとする一極集中的制御システム．
専用プログラムに特化した，膨大な演算処理を行うホスト・コンピューター
を項点とし，各端末機器との一方向的な情報処理システムである．
3) ホストコンピューター，あるいはシステム自体が主体である．集中制御
システムの作業主体は，高速演算処理機能をもったホストコンピューター，
あるいは集中制御的情報システムそれ自体であり，端末機器とその作業者は，
システムに従属する付属物となる．
この集中制御型情報処理システムは，ユーザーを銀行業務や官庁業務など膨
大な計算処理，事務処理を行う巨大組織に特化している．そのシステムは，
個々のユーザー業務に応じた，専用ソフトウェアとハードウェアによって構成
されるホストコンピューターが中心となる．そのため，端末機の業務は，処
理内容のインプット・アウトプットに専念され，情報処理の間接的機能に留まる．
それに対して，パソコンネットワークシステムの登場とその特徴は何か？次
に，その点を見ていくことにしよう．
＂ 「コンピューターにもとづく情報システムの本格的な構築は， IBM システム360 を嗜矢
とする『第 3世代』に始まる．以後コンピューターにもとづく情報システムは今日まで
大きな発展をみてきた． しかし，これまでの情報システムの甚本的な特徴は，設計思想
として，中央集権的で集中制御型のシステムである点にあった．ーしたがって，この
ような情報システムの思想のもとでは，ダウンサイジングも，結局，ホスト・コンピュ
ーターを汎用コンピューターからミニコンピューターやオフィスコンピューターに置き
換えるというレベルの転換に止まった．また分散処理化の展開も，—ホスト・コンピ
ュータ一端末・システムに分散処理コンピューターを介在させた形の展開に止まり，ホ
スト・コンピューターを頂点とする中央集権型・集中制御型のシステムという甚本的な
性格に変わりはなかった．」同上坂本 [192] 206 頁-207 頁．
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マイクロプロセッサーの登場とパソコンを軸とする情報ネットワーク革命
パーソナル・コンピューターの技術的発端は， 197 年インテルによる， 4ピ
ットのマイクロプロセッサの発表であり，コンピューターの自作を可能にした．
現在の互換製品， CPU (中央演算処理装置）の登場である．
それは， IBM に始まる大型コンピューターメーカーによる，専用ハードと
ソフトによる特定業務機器の性格とは，晃質であった．そのパーソナルな性格
は何か？パソコンシステムの基本性格を以下に示しながら，考察を進めていき
たい．
1) ハードウェア・ソフトウェアのオープンシステム．パソコンの主流は，
上記のハードウェアの互換性と，ソフトウェアの多種多様性に基づくオー
プンシステムであり，パーソナルな情報処理機器である．
2) デジタル処理による情報交換システム．パソコンのハードウェアは，
CPU, メモリー ， HDD 等の基幹部品であり， OS を媒介とする各種プロ
トとの に る 換 制御システムを形成する．
3) 作業者が主体となる情報システムである．パソコンは，文章作成・図表
作成の道具となり，インターネットシステムに接続されることで，端末作
業は，グローバルな分散型の相互的作業行為として展開する．
パソコンの内部構造は，固定的プログラム専用の大型機と拠なり，多様なプ
ログラムに変更可能な CPU を中心に，多種多様なアプリケーションソフトに
対応しうる情報制御システムであり，インターネット回線への接続により，図
4で示すような分散ネットワーク型の情報システムを形成している. 15 
15 同上坂本 [192] 206 頁-209 頁を参照のこと．図 4は，同書の情報システムの「集中
制御型」，「分散制御型」．「クライアント／サー パー 型」を参照して再構成した．
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図 4 IBM メーンフレームシステムとパソコン・ネットワークシステムの違い
一極集中型情報制御システム
二
グローバルな分散ネットワーク型情報制御システム
.-.-
各 PC 端末
データベース・サーバー
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デジタル記号処理の情報制御システムが提起する 21 世紀の課題
これまで見てきたように，パソコンの特徴は，ハードウェア・ソフトウェア
の互換性に基づくオープンなシステムと分散的情報システムであり，それは，
大型機とは異なる，パーソナルな性格である. 16 
さらに，インターネット接続によるクライアントサーバーシステムは，デー
ターベース・サーバーを始めとする各種専門サーバーが，パソコンネットワー
クの媒介項として機能しており，ネットワークのネットワークという形で，多
層的・多重的構造を示している．
従って， CPU とネットワークシステムの登場は，大型機とパソコンの差異
を，質から最へと変えて，従米の大型機サービスを一変してしまう．その中心
はクライアントサーバーシステムを甚盤とし，サーバーシステムは，外部のネ
ットワークシステムを前提としており，パソコンを中心とする作業に対して，
もはや，文字通りの意味における "host" ではなく， "server" 機能にとどまる．
また，前節で考察したように，高機能携帯の電波回線と接続するクラウドシ
ステムの今後の展開においても，そのサーバーの性格は変わらないと見てよい. 17 
以上の点から，情報ネットワークの革命性をとらえることができる．この情
報革命のあらたな段階が， 21 世紀の現在に何を提起するのか？，以下の論点か
らまとめてみよう．
I情報ネットワーク革命の現代型製造業への影響
II デジタル記号処理による情報ネットワーク革命の人類史的怠味
16 マイクロプロセッサの登場とコンピューター愛好家による自作キットの展開は， 1970 年
代アメリカ社会内の特異性を示す．「コンピューター解放を運動と見るのは大げさすぎる
かも知れない．しかしコンピューターを一般の人たちにもたらそうという広範な気運が
みなぎったことは確かである．コンピューター解放運動はとくにカリフォルニアで盛ん
だった．そしてこのことが，なぜパーソナル・コンピューターがルート 128 の周辺ではな
く，カリフォルニアで発展したのかをおそらく説明している．コンピューター解放運動
は， 1970 年代初頭のポスト・ビートルズ，ポスト・ベトナム戦争時代の30 歳未満の性代
に広がっていた何とはなしの閉塞感の中からわき出てきた. M. キャンベル， w. アスプ
レイ [190] 『コンピュー ター 20 年史』 243 頁，第10 章を参照のこと．
17 「スマー トフォン革命」（『週刊ダイヤモンド』 201 年12 月 4 B 号所収） 4 頁-45
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第一の問題は，以下の様に言い換えることができる．情報ネットワーク革命
が，椛界の産業構造に何をもたらすか？デジタル機器・通信機器産業の主軸産
業化か．それとも従来の主軸産業に対するデジタル情報ネットワーク化か？
現在のデジタル機器と通信機器による産業は，独立した中心産業というより
も，これまで見てきたように．既存の製造業製品，自動車や電機の電子情報制
御システムとして機能している．
も も， の開 生産システムは．アメリカ，カリフォルニアのシリコ
ンパレーに始まる，パソコンの基幹部品が主体となるベンチャー企業の開発・
製造のグローバルな分散型ネットワークであった．その地域集積の水乎分業と
して，台湾・中国華南地域へと展開していると見てよい. 18 
重要な点は，自動車に代表される先進国大手メーカーが組織する系列的ネッ
トワークから，部品メーカーを主体とするネットワーク自体の自立が，どの程
度生じるか？という点であり，今後注意深く見ていく必要がある．
最後に第二の問題は，人類史の見地からの情報ネットワーク革命の影響や21
世紀的意義であり，次の様に提起したい．
・パソコンに代表されるデジタル記号情報による機械のコントロール，すな
わち文字記号に基づく情報ネットワークによるメカシステムのコントロール
・19 世紀産業革命に始まり， 20世紀大贔生産システムに代表される物理化学
的，メカ的制御システムから，生物的電子情報制御システムヘの移行19
18 アナリー・サクセニアンによれば，シリコンバレーの地域的優位性とベンチャー企業の
コミュニティ・ネットワークを甚盤にした， IC, メモリーなど電子部品産業は，東部の
垂直統合型の総合電機メーカーが主体となる産業とは晃買な系列として登場し，パソコ
ンを中心とする情報革命によって，後者を再編成する機動力として位置づけられる．
[209] r現代の二都物語』を参照のこと．また続編である. [208] r最新・経済地理学』
では，シリコンバレー型のベンチャーコミュニティのグローパルな分業とその拠点につ
いて，台湾を中心とした，中国，アジアの分析が行われている．サクセニアンが，明確
にしていない問題は，パソコンにおけるマイクロプロセッサーを中心とするデジタル情
報処理の独自性とデジタル制御の自動車など他業種への波及効果である．
19 現代生物学において，生物は，遺伝子に代表される情報伝達と物灯代謝の二重システム
ととらえられる．人間社会の生産力の質は，その二重性への端緒的接近に留まるであろ
ぅ．坂本 [209] r理工系のための生物学」 4紅を参照のこと．
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